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バックグラウンド

• 一橋ＩＣＳ （専門職大学院 2000年開校）
– 国際経営戦略（昼、英語）、金融戦略、経営法務（夜、日本語）
– 国際経営戦略コースに約60名 （外国人70-80%、日本人20-30%）
– 平均年齢は約30歳 （実務経験7-8年）

• 担当授業
– Marketing 必修科目、約60名履修、全24セッション
– Service Management 選択科目、約30名履修、全12セッション
– Strategy Simulation Week 必修科目、約60名履修、6日間集中

• 藤川佳則
– 2003年より一橋ＩＣＳ
– 約10年間米国在住（Harvard MBA,  Penn State Ph.D.他)
– ケースを用いた教育、ケースに基づく研究(HBS cases, ICS cases)
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ケースを用いた授業構築 － アジェンダ

１．開講前 － コース全体の設計
a. 担当コースの全体構成、モジュール、セッション
b. 各セッションのケース選択
c. 他コースとのコーディネーションミーティング

２．開講中 － 各セッションの運営
a. セッション前 Discussion Questions & Online Poll
b. セッション中 Cold Call & Board Plan
c. セッション後 Student Evaluation & Halftime Feedback

３．開講後 － 次回開講への準備
a. 全体構成、モジュール、セッションの再設計
b. 他校新ケースのチェック (HBSP, ECCH)
c. 自校新ケースの開発 (ICS Cases)
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a. 担当コースの全体構成、モジュール、セッション

• 全体構成： やることを決める。同時に、やらないことを決める。

• 全体構成： コース開講中、何度も確認する
（「いまはコース全体のどのあたり」「次は？」）

• モジュールとセッション：
– モジュールごとにサマリーを兼ねたミニレクチャー
– セッションごとのレクチャーは最小限にとどめる
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各セッションのケース選択

ケースを「書く」際に定義する３点 → ケース検索に活用

•Who – Protagonist （主人公？）
•When/Where – Time/Situation （何年、産業、企業、市場？）
•What – Issues

– Surface level – Decisions/actions facing protagonist
(主人公が何をしなければならないか）

– Underlying level – Teaching objectives 
（講師がこのケースを使って何を教えたいか）
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他コースとのコーディネーション

• 開講数か月前に実施
• ケースの重複、セッションの順序などの調整
• 同時に開講する他コースとの連携

(e.g., Marketing (Term 1) – Strategy (T1), Knowledge Management (T1)

• 前後に開講する他コースとの連携
(e.g., Marketing (Term 1) – Cust. Behavior (T2)やMarket Research (T3)
Service Mgmt (Term 3) – Org. Behavior (T1) – Ops Mgmt (T2)
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２．開講中 － 各セッションの運営

a. セッション前 Discussion Questions & Online Poll
b. セッション中 Cold Call & Board Plan
c. セッション後 Student Evaluation & Halftime Feedback
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b. セッション中 Cold Call & Board Plan
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c. セッション後 Student Evaluation & Halftime Feedback

Class Contribution Evaluation
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c. セッション後 Student Evaluation & Halftime Feedback

Halftime Feedback

(1) From instructor to class
(2) From student to instructor

(3) One-on-one’s (15 min/student)
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３．開講後 － 次回開講への準備

a. 全体構成、モジュール、セッションの再設計
b. 他校新ケースのチェック (HBSP, ECCH)
c. 自校新ケースの開発 (ICS Cases)
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新ケースのチェック
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新ケースの開発


